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津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
し
た

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
津
波
警
報
の
発
表
内
容
が
、

３
月
７
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

▪
津
波
警
報
・
注
意
報

　

気
象
庁
は
、
津
波
に
よ
る
災
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
地
震
発

生
後
、約
３
分
で
津
波
予
報
区
ご
と（
田

原
市
は
、「
愛
知
県
外
海
」「
伊
勢
・
三

河
湾
」
が
該
当
）
に
津
波
警
報
ま
た
は

注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
後
、「
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
」「
津
波
の
到

達
予
想
時
刻
」
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

▪
注
意
点

◦
震
源
が
陸
地
に
近
い
と
、
発
表
が
津

波
の
襲
来
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◦
沿
岸
の
地
形
な
ど
が
影
響
し
、予
想
よ

り
も
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
の
で
、
警

報
や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は

安
全
な
場
所
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
ら
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の

津
波
が
来
る
と
思
っ
て
、
た
だ
ち
に
よ
り

高
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉交流のきっかけ
　平成14年12月、上流域から届く「水」への感謝の気
持ちを込めて、旧田原町農業委員会が旧津具村（現
設楽町）の津具保育園に菜の花を贈りました。これが
きっかけとなり、その後も交流が続いています。
◉ひと足早い春を満喫！
　２月４日（月）、設楽町の清

せいれい

嶺
保育園から６名、田口宝保育
園から17名の園児が田原市に
やってきました。
　まず、サンテパルクたはらでは、
かわいらしい動物たちとふれあったり、笑顔でポニーと記
念撮影したりしました。次に園児たちは、大久保町の本
多さんのハウスに向かい、「イチゴ狩り」をしました。園児
たちはたくさん実ったイチゴを次 と々ほお張りました。
　そして菜の花畑に移動した園児たち。トラクターの幌

ほろ

付荷台に乗り、満開の
菜の花畑を散策しまし
た。園児たちは、「黄色
い花がいっぱい」と菜
の花を手に取り、ひと足
早い春を楽しみました。
◉みんなが笑顔になる交流
　受け入れを行ったＮＰＯ法人田原菜の花エコネット
ワークの皆さんは、園児たちの喜ぶ顔を見て、「園児た
ちから元気をもらった」とうれしそうな様子でした。
　みんなの笑顔があふれるこの交流が、末永く続いて
いくといいですね。
▶政策推進課☎２３局３５０７

■国内外との交流・多文化共生

姉妹都市 設楽町との「菜の花交流」
設楽町との菜の花を通じた交流についてご紹介します。

▲津波予報区
　（愛知県・三重県・静岡県）

◎変更後の分類（５段階）

区分
予想される津波の高さ とるべき

行動数値での
発表

巨大地震の
場合の表現

大津波警報
10m超

巨大
ただちに高台
などの安全
な場所へ避難
（より高く）

10m　

5m　

津波警報 3m　 高い

津波注意報 1m　 （表記しない）
ただちに海岸
付近から離れ
る

▲真っ赤に熟したイチゴをパクッ!

▲ポニーと遊んだよ

伊勢・三河湾
静岡県

三重県南部

愛知県
外海
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